
令和元年度

西 い ぶ り 広 域 連 合

一般会計決算審査意見書

西いぶり広域連合監査委員



西 広 監 第 ９ 号

令和２年９月２日

西いぶり広域連合長

青 山 剛 様

西いぶり広域連合

監査委員 松 岡 喜代孝

監査委員 五十嵐 篤 雄

令和元年度西いぶり広域連合一般会計

決算審査意見の提出について

地方自治法第２３３条第２項の規定に基づき審査に付された

令和元年度西いぶり広域連合一般会計歳入歳出決算を審査した

ので、次のとおりその結果と意見を提出します。
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（注）

１．文中に用いた金額は、原則として、各計数ごとに万円単位（万円未満は切捨て）

で表示し、本文の各表中の金額は、原則として、円単位で表示している。

なお、比率（％）については、原則として、小数点以下第２位を四捨五入している。

２．各表中で使用した符号の用法は、次のとおりである。

(１) 「０．０」・・・該当数値はあるが、０．０５％未満のもの

(２) 「 － 」・・・該当数値がないもの、算出不能なもの、皆増及び皆減のもの

(３) 「 △ 」・・・負数

※ 本審査を行うに当たり決算審査資料を作成したので、参考に資するため添付した。
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令和元年度西いぶり広域連合一般会計決算審査意見

第１．審査の対象

令和元年度 西いぶり広域連合一般会計歳入歳出決算

第２．審査の期間

令和２年８月５日から令和２年８月２６日まで

第３．審査の方法

一般会計歳入歳出決算書、同事項別明細書、実質収支に関する調書及び財産に関

する調書が関係法令に準拠して作成されているか、これらの計数の正確性、収支の

適法性を確認するとともに、予算がその目的に従って適正に執行されているかにつ

いて審査した。

また、内容審査に当たっては、提出された関係資料をもとに必要に応じて関係職

員から説明を聴取し、審査の参考に資したほか、財産に関する調書については公有

財産台帳等と照合確認を行った。

次に、現金・預金の残高の確認、証書類の検証については、地方自治法第

１９９条及び第２３５条の２の規定に基づき、別に定期監査及び例月現金出納検査

において実施したので、その結果を踏まえて審査した。

第４．審査の結果

一般会計歳入歳出決算書、同事項別明細書、実質収支に関する調書、財産に関す

る調書は関係法令に準拠して調製されており、諸計数は正確であるとともに、予算

の執行については地方自治法第１９９条の規定に基づき別に実施した定期監査に

おいて適正に処理されていると認められた。

第５．意 見

令和元年度の実質収支は１９２万円の黒字となっており、翌年度へ繰り越されて

いる。

今後とも、広域行政需要に対応した効率的な行財政運営の推進に向け一層の努力

を望むものである。

以下、決算審査の概要は次のとおりである。
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１．業務実績

各施設の稼動状況及び運用状況は次のとおりである。

２．決算収支

一般会計の決算収支の状況は次のとおりである。

歳入総額は２０億４，４６４万円、歳出総額は２０億４，２７１万円で、歳入歳出

差引額は１９２万円の黒字となっており、翌年度へ繰り越されている。

単位 元 年 度 30 年 度 増 △ 減

１．ごみ処理施設

 (1) 年間ごみ搬入量 ｔ 49,391.32 49,021.12 370.20
 可燃ごみ ｔ 40,042.94 40,567.78 △ 524.84
 不燃・粗大ごみ ｔ 9,348.38 8,453.34 895.04

２．最終処分場

 (1) ごみ埋立量 ｔ 4,419.06 4,160.84 258.22
 脱塩残渣 ｔ 1,560.62 1,684.62 △ 124.00
 処理不適物等 ｔ 2,858.44 2,476.22 382.22

 (2) 覆土量 ｔ 371 503 △ 132

 (3) 残余容量 ㎥ 968.182 972.179 △ 3.997

３．リサイクルプラザ

 (1) 利用者数 人 5,263 4,493 770

 (2) 資源ごみ処理量 ｔ 1,541.63 1,583.92 △ 42.29

 缶類 ｔ 343.95 374.47 △ 30.52

 びん類 ｔ 779.44 802.46 △ 23.02

 ペットボトル ｔ 418.24 406.99 11.25

４．余熱利用施設

 (1) 利用者数 人 34,051 39,971 △ 5,920

 プール 人 19,968 23,101 △ 3,133

 　うち小学校プール授業 人 4,895 4,840 55

 体育館 人 13,247 15,624 △ 2,377

 多目的室・研修室・健康情報室 人 490 494 △ 4

 キッズパーク（幼児の遊び場） 人 346 752 △ 406

５．西いぶりデータセンター

 (1) 業務システム数 － 66 65 1

 住民記録系（住民記録・戸籍ほか） － 11 11 0

 保険福祉系（国保・医療助成ほか） － 20 20 0

 税系（住民税・収納管理ほか） － 11 11 0

 都市建設系（公営住宅・上下水道） － 5 5 0

 内部管理系（人事給与・財務会計） － 12 12 0

 共通系（収納関係ほか） － 5 4 1

 インターネット系 － 2 2 0

施 設 名

円 円 ％ 円 ％ 円 円 円

2,117,194,000 2,044,640,798 96.6 2,042,712,375 96.5 1,928,423 － 1,928,423

歳  入  総  額 歳  出  総  額

予 算 現 額
歳 入 歳 出
差 引 額

翌 年 度 へ 繰 り

越 す べ き 財 源
実質収支額

収 入 済 額
予算現額に

対する比率
支 出 済 額

予算現額に

対する比率
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３．歳入状況

収入済額は２０億４，４６４万円で、予算現額２１億１，７１９万円に対して

９６．６％の執行率となり、調定額に対しては１００％の収入率となっている。

収入済額を前年度（２１億９，９２４万円）と比較すると１億５，４６０万円、

７．０％の減少となっている。

収入内容は、主として分担金及び負担金１７億９，７３８万円、使用料及び手数料

１億３，３４４万円となっている。

なお、分担金及び負担金の内容は、室蘭市、登別市、伊達市、豊浦町、壮瞥町、

洞爺湖町の関係市町負担金となっている。

４．歳出状況

支出済額は２０億４，２７１万円で、予算現額２１億１，７１９万円に対して

９６．５％の執行率となっている。

支出済額を前年度（２１億９，３００万円）と比較すると１億５，０２８万円、

６．９％の減少となっている。

支出内容は、主としてごみ処理費１３億７６５万円、情報処理費５億３，７０１万

円となっている。

不用額７，４４８万円は、主として中間処理施設運営費及び情報処理費の委託料が

予定を下回ったことによるものである。

円 円 円 ％ ％ ％ 円 円

2,117,194,000 2,044,640,798 2,044,640,798 93.0 96.6 100.0 － 0

収　　入　　済　　額

予　算　現　額 調　　定　　額 不納欠損額 収入未済額
金　　　　　額

30 年 度 に

対する比率

予算現額に

対する比率

調 定 額 に

対する比率

翌年度繰越額

繰越明許費

円 円 ％ ％ 円 円

2,117,194,000 2,042,712,375 93.1 96.5 0 74,481,625

支　　出　　済　　額

予　算　現　額 不用額
金　　　　　額

30 年 度 に

対 す る 比 率

予 算 現 額 に

対 す る 比 率
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５．財産に関する調書

（１）公有財産

ア．土 地

令和元年度末現在の面積は５５，７５７．８７㎡で、前年度末と同じ面積とな

っている。

イ．建 物

令和元年度末現在の面積は１９，６６４．３０㎡で、前年度末と同じ面積とな

っている。

（２）物 品

令和元年度末現在高は５６台で、前年度末と比較すると２台の増加となっている。

これは、事務用機械類において、福祉システム一式及び伊達市就学援助システム

一式を取得したことにより増加したものである。



決 算 審 査 資 料
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別表１ 歳　　　 入　　　 款 　　　別

区　分　

 款　別

１．分 担 金 及 び 負 担 金
２．使 用 料 及 び 手 数 料
３．国 庫 支 出 金
４．財 産 収 入
５．繰 越 金
６．諸 収 入

円 円

1,873,726,000 1,797,382,013
132,810,000 133,446,538
13,620,000 9,167,000
39,951,000 37,554,746

1,000 6,242,839
57,086,000 60,847,662

合　　　計 2,117,194,000 2,044,640,798

予  算  現  額 調      定      額

別表２ 歳　　　 出　　　 款　　　 別

　　 区　分　

　款　別
30 年 度 に

対 す る 比 率

％

１．議 会 費 107.0
２．総 務 費 99.4
３．情 報 処 理 費 84.6
４．ご み 処 理 費 97.7
５．土 木 費 101.2
６．災 害 復 旧 費 －
７．公 債 費 60.7
８．職 員 費 110.5
９．予 備 費 －

93.1

             支　出　済　額

金　　額

円 円

2,762,000 2,360,915
2,372,000 2,036,230

552,634,000 537,013,643
1,358,263,000 1,307,658,836

46,685,000 46,683,048
1,000,000 0

50,138,000 50,096,095
101,523,000 96,863,608

1,817,000 0

合　　　計 2,117,194,000 2,042,712,375

予 算 現 額

別表３

区分

予 算 現 額 調　定　額 構 成 30 年 度 に

市町別 比 率 対する比率

円 円 円 ％ ％ 円 円

室 蘭 市 1,073,825,000 1,049,998,429 1,049,998,429 58.4 94.2 － 0

登 別 市 183,572,000 179,618,953 179,618,953 10.0 104.0 － 0

伊 達 市 412,942,000 381,690,652 381,690,652 21.2 90.8 － 0

豊 浦 町 43,561,000 41,962,237 41,962,237 2.3 99.2 － 0

壮 瞥 町 56,375,000 52,821,534 52,821,534 3.0 86.1 － 0

洞 爺 湖 町 103,451,000 91,290,208 91,290,208 5.1 94.7 － 0

合　　計 1,873,726,000 1,797,382,013 1,797,382,013 100.0 94.2 － 0

関 係 市 町 負 担 金 収 入 状 況 表

収　　入　　済　　額
不納欠損額 収入未済額

金　　　額
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　　　 一 　　　覧　　　 表

30 年 度 に

対 す る 比率

予 算 現 額 に

対 す る 比 率

調 定 額 に

対 す る 比 率

％ ％ ％ 円 円

94.2 95.9 100.0 － 0
103.3 100.5 100.0 － 0
32.3 67.3 100.0 － 0
86.4 94.0 100.0 － 0

726.0 624,283.9 100.0 － 0
68.9 106.6 100.0 － 0

93.0 96.6 100.0 － 0

収　　入　　済　　額

金　　額

円

1,797,382,013
133,446,538

9,167,000
37,554,746
6,242,839

60,847,662

2,044,640,798

不納欠損額 収入未済額

　　　 一　　　 覧 　　　表

予算現額 に

対する比 率

継 続 費

逓 次 繰 越
繰越明許費 事 故 繰 越 計

％ 円 円 円 円 円

85.5 － － － － 401,085
85.8 － － － － 335,770
97.2 － － － － 15,620,357
96.3 － － － － 50,604,164

100.0 － － － － 1,952
－ － － － － 1,000,000

99.9 － － － － 41,905
95.4 － － － － 4,659,392

－ － － － － 1,817,000

96.5 － － － － 74,481,625

翌　年　度　繰　越　額
不 用 額

別表４

金　　　額 金　　　額

円 円

1. 報 酬 6,952,981 15. 工 事 請 負 費 8,266,860
2. 給 料 30,922,900 16. 原 材 料 費 299,200
3. 職 員 手 当 等 28,216,650 17. 公 有 財 産 購 入 費 －
4. 共 済 費 12,420,746 18. 備 品 購 入 費 43,911,957
5. 災 害 補 償 費 0 19. 負担金補助及び交付金 20,011,820
6. 恩 給 及 び 退 職 年 金 － 20. 扶 助 費 －
7. 賃 金 － 21. 貸 付 金 －
8. 報 償 費 141,000 22. 補償補填及び賠償金 －
9. 旅 費 1,936,636 23. 償還金利子及び割引料 50,096,095

10. 交 際 費 － 24. 投 資 及 び 出 資 金 －
11. 需 用 費 78,384,312 25. 積 立 金 －
12. 役 務 費 16,384,705 26. 寄 附 金 －
13. 委 託 料 1,737,037,627 27. 公 課 費 －

14. 使 用 料 及 び 賃 借 料 7,728,886 28. 繰 出 金 －

2,042,712,375

歳 出 節 別 一 覧 表

　　　　　　     区分　
 節別

　　　　　　     区分　
 節別

合　　　計
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前 年 度 末 決算年度中 決算年度末

台　　　数 増　△　減 台　　　数

１．事 務 用 機 械 類 32 2 34

２．体 育 用 具 等 6 － 6

３．リ サ イ ク ル プ ラ ザ 用 12 － 12

４．車 両 類 2 － 2

５．特殊業務用 機械器具 類 2 － 2

54 2 56合　　　　計

（２）物品

区　　　　分

別表５

（１）公有財産

前年度末 決算年度中 決算年度末

面　　積 増 △ 減 面　　積

１．庁 舎 及 び こ れ に 類 す る 施 設 24,110.45 － 24,110.45 

２．そ の 他 の 施 設 4,059.00 － 4,059.00 

28,169.45 － 28,169.45 

１．公 園 施 設 20,251.13 － 20,251.13 

２．そ の 他 の 施 設 2,010.00 － 2,010.00 

22,261.13 － 22,261.13 

１．そ の 他 5,327.29 － 5,327.29 

55,757.87 － 55,757.87 

前年度末 決算年度中 決算年度末

面　　積 増 △ 減 面　　積

１． 庁舎及びこれに類する施設(非木造) 2,014.00 － 2,014.00 

２． そ の 他 の 施 設 （ 木 造 ） 168.93 － 168.93 

３． そ の 他 の 施 設 （ 非 木 造 ） 12,615.37 － 12,615.37 

14,798.30 － 14,798.30 

１． 公 園 施 設 （ 非 木 造 ） 3,722.00 － 3,722.00 

２． そ の 他 の 施 設 （ 非 木 造 ） 1,144.00 － 1,144.00 

4,866.00 － 4,866.00 

19,664.30 － 19,664.30 

財 産 に 関 す る 調 書 内 訳 表

（単位：㎡）

小　　　　　　計

小　　　　　　計

普 通 財 産

合 計

（単位：㎡）

小　　　　　計

小　　　　　計

合 計

　　ア．土地

区 分

行

政

財

産

公 用 財 産

公共用財産

　　イ．建物

区 分

公 用 財 産

公共用財産

行

政

財

産


